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地域長挨拶

総会開催開始にあたり、ご挨拶申し上げます。

今年度の木津町区総会は今まで経験した事のない総会資料配付に

よる総会開催と書面により審査して頂くことになりました。

木津町区の活動状況、今後の活動計画、そして収支決算、予算につ

いて審査して頂けるような資料を揃えて皆様に配付させていただき

ました。

配付しました資料の中で審議対象となる資料について、書面審査を

していただき、これからの木津町区を安心で住みやすい地域を、そし

て先輩たちが築いてくれた木津町区をより良くするために、多様で屈

託のない意見を頂ければ有難く思います。

尤も、意見を頂く手段はメール、電話、意見書となり、大変ご不便

をお掛けいたしますが宜しくお願い致します。

また、新型ウイルス感染防止対策の影響により何かにつけて制約さ

れることにより、地域活動が計画通り実施できない場合も有りますが、

この点についてもご理解願います。

情報については「回覧”、〟木津町区HP等々でお知らせすることで

共有化を図ってまいります。

今後とも木津町区活動に、ご理解とご協力を頂きたくお願い申し上

げます。

簡単ではございますが木津町区総会開催の挨拶とさせていただき

ます。

令和2年5月16日

木津町区地域長嘲宵すえ
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木津町区の皆さまへ

木津町区の瞥棟には、平素から帝政運営にご理解、ご協力を賜りまして厚くお礼申し

上げます。

瞥凍才には、平素から自主防見合・をはじめ、枚々な地域活動に取り組んで頂いており

まして、大変心強く感じております。

また、木津東バイパスが、3月に無事開通できましたのも幹線牙のご協力のおかげと

心から感謝申し上げます。

さて、新型コロナウイルス感染症が全国で緊急事態宣言が発出されるまで拡大し、1

月を超えました。幹線ガには、小中学枚の休校や公共施敦の閉鎖など、ご不便＿をおかけ

していることと存じます。

帝といたしましても、国、京都府のえ扱嵐の着実な実行、帝独自の丈挽嵐の早期の給

付に向けまして事務を進めるとともに、子どもたちの学習確保に向けたオンライン教育

環境の整備にも取り組んでおります。

皆きまには、たいへんお疲れのことと存じますが、大切な人を守るために、不審不急

の外出を控えていただき、3つの密（密閉空間、密集場所、密操場面）の回避、石鹸に

よる手洗いやうがいの励行等、感染防止にご協力いただきますよう重ねてお願い申し上

げます。

これから台風シーズンを塑えますが、帝では感染防止を考慮した捏難所の運営をまと

めたところです。皆様方も今から風害時の避難についてご家族で藷し合っていただきま

すようお願い申し上げます。

結びに、新型コロナウイルスによります感染症が早期に終息し、千徳な生活が－田も

早く風りますことを願っております。

争▲和2年5月

ま群臣呼岬鼠汚す丸キ
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平成と令和、二つの時代を繋ぐ二年間を振り返って

この度は、木津町区から心温まる感謝状を頂き、まことに有難うございます。地域長を務

めさせていただきましたこの二年間を振り返り、御礼の言葉とさせていただきます。

木津町区では先人たちの叡智や努力により、一貫性をもって活動できるように素晴らしい

数々の仕組みが整理されてきました。任期一年目はおおむねこの仕組みに乗っかって、従来

どおりの方法を踏襲しました。ただし、一つだけ気になっていたこと－「木津町区は行政

の出先機関ではない」ということ－がありました。

この命題は自明のようですが、規約等に紛らわしい部分が残っていたので、まずそこから

整理し始めました（例えば、「木津町区条例」を「木津町区規約」に変更、「区行政」的な文

言の回避、封筒には木津川市章を表示しない等）。また、区活動の透明性・公平性を因るこ

と、文章等による情報の発信（回覧、合同会議の会議資料等）に努めました。

「だれでも参加しやすく身近な自治会、自治会活動のコンパクト化」という日標は、二年

目に入って具体化し始めました。二年目の主な成果を列挙すると次のとおりです。

■　総会開会に備えた会議資料の事前配布

・合同会議を年5回開催から4匝‖こ減らし、各団会議の特徴を明らかにした

・役員の負担を軽減するため顧問職廃止を決議（実施は令和2年度から）

・夏の自主防災大会の意義を再検討、巨大地震発生に伴う避難所開設の模擬訓練

■　区提出の要望書により田中神社西側・鹿川右岸堤防他の雑木伐採実現

・交差点安全化のための要望書（交通標識・表示・規制等の設置）について、類似箇所

の要望書を一括して木津川市や公安委員会と交渉、今年度分は一歩進め区と当該自治

会との共同で等年2月に要望書提出（要望書原案は区で作成）

・鹿Jl卜山松川河床の雑木伐採に関する区からの継続要望書を今年2月に提出（すでに

等年度当初から鹿川下流部・山松川合流点まで雑木伐採工事完了）

これらの成果は、各自治会の役員様、さらには住民の皆様のご参加やご支援があってこそ

達成できたものであり、皆様方に深く感謝致します。しかし掲げた目標に対して、達成度が

十分でなかったことも確かです。この点は大いに反省しております。

防災関連では、地球温暖化による自然の狂暴化が深刻さを増すなか、2年続けて西日本お

よび東日本で堤防決壊など甚大かつ広域的な洪水災害が連発しました。事後はこうした大災

害を視野に入れた防災への取り組みも必須で、今以上に自治会の果たす役割が重要になるで

しょう。また木津町区では、高齢化する旧住民と子育て世代の新住民との融合が大きな課題

として残っています。解決には時間を要しますが、お互いの立場を尊重しあい、息の長い取

り組みが求められます。今年度はさらに想定外のコロナ禍が追い打ちをかけています。新執

行部の賀明な手腕に大いに其朋毒したいです。

令和2年5月16日 前木鮒区地域長　泉椅子象恕
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令和元年度事業総括と今年度の活動方針

令和元年度は、木津町区事業活動の基本理念である安全で住みよい

地域を目指して、主に防災関連の活動を実施してまいりました。

特に防災大会に於いては、今までと異なった観点から「地域住民に

よる避難所開設」をテーマにした、実効性のある防災訓練とし、訓練

で得たことや課題についてとりまとめ、参加者の前で発表すること

で、避難所を地域住民が開設する時に何をどのようにすべきか、少し

でも習得できたのではと思います。

今年度は役員交代時期に、新型コロナウイルス感染防止策がとら

れ、当初予定しておりました皆様との会議等も、自粛せざるを得なく

なり、木津町区総会は「総会資料」配付での開催となりました。

また、新型コロナウイルス感染が収まったとしても、「3つの密」

を意識した「新しい日常生活」をする車で、集団で行う防災関連事業

が例年通り実施可能か検討しなければならないと思っています。

今までとは違う防災関連活動を模索し、継続してより絆の強い地域

を目指してまいります。

今後とも木津町区民の皆様方のご理解とご協力をお願い致します。

令和2年5月16日

木津町区役員
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令和元年度（2019）事業の概要報告

例年、総会の過年度事業報告は、代表的なものを抽出して口頭説明するという方式をとってきました。今

年度の総会は文書による審議となったため口頭説明に代わるものとして、写真を貼り付けた代表的な令

和元年度事業・活動等を説明いたします。

なお、事業報告の詳細についてはP9以下をご覧下さい。

木津町区通常総会　月日：5月19田（日）場所：いずみホール多目的ホール

来賓：河井規子・木津川市長、木津町区水利組合長。議長：西町総代を選出。委任状を含む113名

参加。議案：平成30年度事業報告、平成30年度収支決算報告および会計監査報告、令和元年度事

業計画案、令和元年度会計予算案、規約類改定（令和2年度より木津町区役虞のうち「顧問Jを廃止、こ

れに伴う条文修正等は木津町区開催の町総代・協議委員合同会議の審議に委ねる）。

木津町区自主防災大会月田：8月4日・（日）場所：いずみホール多目的ホール他

自主防災会・社協木津町区支部共催。防災全役員、防災委員、町区支部（役員・福祉委員）の他、木

津川市危機管理課、社協木津支所、相楽中部消防組合消防本部および木津川市消防団木津町分隊

からも訓練の指導等で参加（総勢82名）。想定されている巨大地震発生に伴い、地域住民が主体となっ

て避難所開設・運営に係わる模擬訓練を実施。最後に今回の訓練等を振り返る意見交換・発表の場を

設定。木津町区として初めての試みであり、今後も実効性のある防災訓練の構築を目指す。

台風19号による合同樋門閉鎖　月日：10月12～13日　場所：合同樋門、不二荘園～城西勘

台風19号接近に伴い12日未明4時台より木津川市に暴風警報、大雨洪水警報、警戒レベル3「避

難準備・高齢者等避難準備」が順次発令。14時過ぎより合同樋門閉鎖。防災連絡網発動、役員自宅待

機。新反田川の水位は17時半頃最高に達し、以後降下。翌は日未明2時過ぎ樋門閉鎖解除。台風

は進路が東に逸れたため、木津雨量観測局では24時間雨量91mmを記録するも住居等に被害なし。

木津町区自主防災研修会　月日：11月4日（月・振替休日）場所：兵庫県広域防災センター他

参加者：大人66名　小学生17名　幼児6名　合計89名（バス2台編成）。集合：いずみホール

駐車場。研修先：兵庫県広域防災センター（兵庫県三木市）、ガイダンス（講師：田中健一氏）、体験研

修：起震車体験、煙避難体験、消火器訓練。懇親会・昼食：神戸フルーツフラワーパーク（神戸市北区

大空町・道の駅内）。神戸三田めんたいパークに立寄り。新名神（高槻～神戸JC）通行。

防災倉庫整備・点検月日：3月29日（日）場所：瓦谷防災倉庫他

防災訓練は新型コロナウイルス感染防止対策により中止。防災倉庫の整備・点検は役員だけで行う予

定であったが、各町内の役員有志等に駆けつけて頂き総勢25名で実施。

木津町区防犯パトロ廟場所：木津町区内一円
毎週月曜日・木曜日の夕方、自転車隊による巡回実施。併せて、散歩型の巡回も実施。パトロール員

はすべてボランティア。大部分が70歳以上と高齢化しており、より若い人の参加をお願いします。
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木津町区通常総会

5月19日

いずみホール多目的ホール

113名参加

（委任状51名含む）

議長選出：西町総代

木津町区自主防災大会

8月4日

いずみホール

82名参加

t T－　　＿　亡≡F

L
開会挨拶：地域長 来賓挨拶：木津川市長

総会冊子：総会後印刷・全戸配付、、l　■十

開会挨拶：自主防災会長

情報班；ホール床シート張り 消火衛生班：簡易トイレ設営

給食給水班：炊飯準備

救出救護班：テント張り



情報闇王：受付状況
＼∴

情報班：段ボールベッド設置訓練

⊥　…〆‾
消火衛生班：消火器訓練 給食給水班：カレー調理

∴　‾モl
給食給水班：カレー配膳

丁Ll一‘＝

消火衛生班他：ゴミ分別収集

台風19号・合同樋門閉鎖

10月12～13日

閉門　14：19～02：05

ポンプ14：14～01：10

24時間降水量　91mm

救出救護班．テン■ト撤去

班ごとに発表・意見交換会
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木津町区自主防災研修会

11月4日

兵庫県広域防災センター

道の駅・フルーツフラワー

89名参加

防災センター玄関前にて（左：1号車、右：2号車）

防災センターで各種体験訓練

上：起震車による揺れ体験

中央：煙避難訓練体験

（捜索隊出動するほど本格的）

右：消火器取り扱い訓練

道の駅月中戸フルーツフラワーパークで懇親会（昼食バイキング）

防災倉庫整備・点検

3月29日

瓦谷倉庫小寺倉庫木津小倉庫

区役員・自治会有志25名参加

8

神戸三田めんたいパークに立寄り

防犯パトロール活動H31．4～RO2．3



令和元年度（2019）　事業報告

1．未津川市開催会議等



2．木津町区開催会議他
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3．木津町区自主防災会関係
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月　日　ぎ　　　　　項　　　目 場　所　等 摘　　　要

木津町区自主防災大会
（社協木津町区支部と共催）

避難準備情報発令　避難所開
設（木津小、いずみホール）

、ずみホール

1階多目的ホール

1階調理室

多目的広場

防災会役員一同、防災委員、福祉委員他合計
82名参加　開会宣言：防災会長　グループ分け

防災資器材披露　テント張り　簡易トイレ設営
屋内会場設営　来賓挨拶：市危機管理課長　防
災講演：市危機管理課前理事　消防署による
AED・・消火器訓練　消防団による救急処置訓練

炊出し訓練　避難所設営訓練　午後から分科
会・意見交換発表会　閉会挨拶：杜協木津町区
支部長

木津川市13：00
防災連絡網発動　役員自宅待機　合同樋門閉
鎖無し　大雨洪水警報も発令

自主防災研修会下見 庭庫県広域防災センター他 防災会役員一同

※詳細は木津町区の項参照

大雨暴風洪水警報発令　避難

10・呵讐讐璧璧讐望′警警讐讐讐】／’蒜二；3日。2h
（台風19号）

反津川市

10．26潤主防災研修会事前打合せ

自主防災研修会参加者バス割表

役員自宅待機　午後見回り

臣前夜よりの24時間雨量91mmは今年度最高

⊆参加者名簿・バス割表作成

各自治会長宅に配達 参加者への配付を自治会長に依頼

自主防災研修会直前打合せ

11．4 木津町区目蓋防災研修会

いずみホ｝ル研修室 当日役割分担、タイムスケジュールの確認

市危機管理課長、防災会役員一同、町総代、防

l災委員他89名参加防災センター‥ガイダンス
巨地震・煙避難・消火器取扱の各体験道の駅・フ

論函交付金活動報告書瑠迄画面
l

レレーツフラワー：昼食・懇親会

￥80，850

12．21∃第3回町総代・協議委員合同会議 化、ずみホール研修室

自主防災研修会集合写真配付

自主防災訓練協力の依頼

各自治会長宅に配達

相楽中部消防署

擁詳細は木津町区の項参照

関連自治会長に配付依頼

闇王城長出向く

自主防災訓練来賓出席の依頼

防災組織交付額確定通知書

市危機管理課に提出

堅地域長出向く

交付確定額　￥80，850

交付請求額　￥80，850

防災組織交付金送金について

木津町区自主防災訓練
（協力：相楽中部消防署）
防災倉庫整備・点検

市危機管理課より受取

瓦谷公園　防災倉庫
小寺倉庫　木津小倉

庫

交付送金額　￥80，850　3／5入金

※詳細は木津町区の項参照

但し区役員・自治会役員有志により防
災倉庫の整備・点検実施

4．木津町区開発土木建築関係

月日　∃ 俘�����mｨ�����������場　所　等 �4X������wb�

31・4・2彗 冦�,98ﾈ6�487�5慰磯h,僵ｨ*In亊H���各自治会長宅に配達 L ��Y$ｨﾏ�ﾛy5�,ﾈｾh枴�ﾈ処*ｸｫx*h�冢亊I]��I,ｨﾗ2�
工事の案内 刹K制）木津町区全体に一斉回覧 

≧01．6．25 ��9Kﾙ69�ﾉO9nY�ﾙ'Y�ﾘﾇh,ﾉ��k陞��不二荘園集会所 ��倡8ﾉｩ�ﾘ攤.h.���k����Hｾio�醜�YW9?�����o�醜����

7．4 �=驂y;佰�ﾛy5��;仆I5�ｸ靫磯b���,ﾉ��k��i地域長宅　　漂認諾諾漂慧讐諾上旬こ 

8．9 �,�(hｻH郢�ﾙ.葦ｩ5��,ﾈ+ﾘ-�,｢��ﾗ8鉅-�,ﾉ��k��】地域長宅 】 倡8ｬyyﾘ攤.h.���k�7(8�,ﾈ自YH/��9�8ｦX齪���檍,嶋���(ｽ亶ﾘ��yr�

軋10 偖ﾂ�m�,8ｪ)$｣#��ﾈ､ｩJﾘﾔ磯hﾇh柯,ﾉ��k��卜不二荘園集会所 ���8ﾈ5x6h985h888ｸ.h.���k���ｾio�醜����

10．5 傴�,8ｪ)$｣#��ﾉ[yJﾘ檍ｶ8駟���Xﾘx+��不二荘園集会所　－ 乘���8ﾈ5x6h985h888ｸ.h.���k���ｾio�醜����

12　－
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5．社会福祉協議会木津町区支部関係

月打 俘�������m｢�．　場所等 �4X������wb�

31．4．10巨 買8�S�D�7茨ｸ辷ﾈ亥ｨ,ﾈｬHﾛ��廃車宅 弌iYI+x��檍ﾇh��ｬH馼�����

F 4・・15巨 　⊆ ��c���迚YH戊�8効醜�X迚YI+xﾘr�:��2�！木津老人福祉センター l 亰i�育引ｨ檠+y�ﾈ,ﾉ�僖8迚YI+x檠+y�ﾈ,ﾉ�僖2��3�m�,8辷�馼ｼh迚YHｨ�:顋Y�ﾈｾ��

弓 5 ヲ 01鼠2引 i E 冦�,9*ﾈｾh迚YIY�8効醜檍ｶ2����ﾘ檍�｢�■いずみホール研修室 l l ����ｨﾋ雜x���Hv員ﾈ�h�u��ｲ���$�馼ｼhﾇh柯��H�ｨ�X�迚uﾈ螽��H�ｨ�X檍醜,ﾉ�ﾘｺﾘ�R�

会費の徴収その他 
6．．20⊆ �$�&闔h-�,h,(,�*ﾈ馼ｼi�ﾉ���木津川市社協に提出 侘�:隘IwiGｩ�畏)~竟(ﾏ�zﾈ檍扞V8,ﾉGｩW｢�

7。3　2 侈偃x.���馼ｼh�X扞V9Gｨ.��b�木津町区支部内 弌iYI+x��檍ﾇh����8�8,僭ｩWB�
ボ 7・301 倡8��ｺim�,8辷�揵&闔h6ﾈ6(6r�8��ｸ4靆H�8橙�沫津老人福祉センター l ���&闔i+x��為X��Xﾝ�･�-h,ﾉOX*h,i?ｨﾚ�,ﾈ,(,��*ｨ.�,8*ﾘ.溢��雲�ﾙ�8��ｸ4�5h8x6(7h-ﾈ,h-��

7．17　回＼地域高齢者交流会 凵ﾟ八尾グランドホテル 儷���Xﾚy�X檠�ﾃ�Ykﾈ�����

8・4諾詣戸主防災大会（木津 凵z 書いずみホール ≦ ��｢��h�ｨﾝx,ﾘ齪益f胃�檍,ﾈﾘ�����

8叫．霊慧温地域長’区 凵z 体津老人福祉センタ－ ��｢�_x司+x����X､h,Xﾖﾈ*h.�&闔h,ﾉY�8�b�

9．15 ��c(��Y�8効醜檍ｶ2�恒ずみホール会議室 冦�,9*ﾈｾh,Xﾊ偃x.僖i&ﾘ�,�,(*(,B�

9，18 侘ｹ�c(��迚YH戊�8効醜�X迚YI+y���木津老　福祉セ、ター 兀�87H4h5�6X4(6�8ｸ,�,(*(,H��ﾜ駟i^Xｾ�暮:�,��
芦同会議 ��ﾈ������92�ついて　歳末おせち料理お届けについて 

1仇12・体津川市福祉まつり 凵Dアスピアやましろ ��IYs�俘i�ｨｽ�,ﾈ+ﾘ-�(h鈔�

日0．26担守る認知症・寸劇の声合せ 凾｢ずみホール研修室 倡浦Io�醜��j��h髯;h効蹴�
F 11・2芦 倡8��ｺh�Ym�,9*ﾈｾh,Xﾊ偃x.僖b�l いずみホール 仞io�什�ﾙ�I�ﾃSykﾈ������Di&ﾘ�,�,(*(,H��ﾊ��

知症 剋轤閨E声かけ訓練　意見交換会 

11．11≦ふれあいスポーツ・懇親会 剞oノ池「大乱 ���4�8�986�588ｸ7C#�kﾈ�������Hﾚy�X橦#�kﾈ�����

－13．－



6．木津町区青少年育成委員会及びスポーツ関係

月　日 ��x����ﾘ�����mｨ�����r�場所等　　≦ �4X������wb�

01．6．1 緬m�,9*ﾈｾi�(晳D闔y�ﾈ効醜檠�ﾒ���L　　　≡ 恒ずみホール会議室」 �&闔i+x�豫H馼�ｨ��亥����##�kﾈｶ9�с3�饕�ｼd�3��辷ﾈ亥ｩ_�ﾙ�$�馼ｼhﾇh柯��H�･$��
lフ三　　　　　　　　　　書 l　　　　　　　　　　書 剽¥算（案）その他 

…　7．19 冦�,9�ﾈ�8抦ｧy�h5ﾈ7H6x7ｸ�ｸ8ｹ�R�檠(ｩ����桓棚J館　： �6��ｸ8�kﾈ�h抦ｧx抦7H4h6ｨ6(4�5���#�kﾉ6���｢�監督：：済藤清隆氏 
7．20 ～26 ���5ﾈ7H6x7ｸ�ｸ8ｹ��*�ｸ���ｫｨ4�ﾈ�Vﾂ��#�kﾈ�����

7．27 ��Im�,9�ﾈ�8廩ﾝX.�#���7�6x8ﾘ�ｸ8ｸｷ�,84�8�4X986����IYshﾘh,ﾉYx畑,�.h.�H憺�X檠(h鈔�

7．28 傅ﾈｧy�h5ﾈ7H6x7ｸ�ｸ8ｸ�9�X橙�∃不動川公園グラウンド �#�kﾈ������o�醜呵�����ﾘ,Vﾉ�ﾈ+X*ﾘ.�G9���

壷　9．1 冕H5ﾈ7H6x7ｸ�ｸ8ｹ�X檍巧┴橙�】 l 傚�#�kﾈ�����

9．7 �;ﾘ.ｨ.ym�,9f�ﾊ�������M仍ｩu位ﾂ����gc�kﾈ�����ﾂ�

11．2 ���m�,9�ﾈ�8晳D�,ﾈ益*9�X橙�ヨアスピアやましろ �;c�Ykﾈ�����

．0・2．3．31 俔���D�7��hｬHﾛ��　　　　　　山」 監事宅 傚�効什+x��Yｸ効什+xﾉ8檍ﾇh��ｬH馼��&闔i+x�ｨ����

7．東山墓地管理委員会関係

月　日　j 俘�������m｢�場所等　　賀 �4X������wb�

31．4．15 買3�D�7��hｬHﾛ��市北別館2階会蕎重　き巳 佻ｩn(�Y&闔i+x�豫H馼�ｨ����

4．2・0　∃ 滴ﾈ�.円�o�醜檍���������b�席北別館2階会議室l 佻ｩn(������ﾘ檍ｶ�粂,ﾈｦﾙDh�X�9�9�ﾂ�

01鳥．13∃ ��SXﾈ�.円�o�醜檍����������ﾌ冉ｹ¥ｨｭ�(､ｸ檍ｶ8��B�佻ｩn(�����^i&馭ｹ�H�lｨ�m卯�ﾜﾈﾉ�:)�ﾂ�
l l 5・27； l ト �8ﾈ�)^i&隰yyﾘ効醜檠�ﾘ橙�喜　！ 喜市北別館大会議室 ≦ 】 佻ｩn(�Y&闔i+x��宛9�с3�馼ｼh�Xﾈ亥ｩ_�ﾙ��G��)^i&隰yyﾘ効醜,ﾈﾏ��98ﾈ�)^i&隰yyﾘ効醜�R����9o�醜,ﾉ�僖5$�馼ｼhﾇh柯�X檍ﾇiuﾈ蠅�

l 喜6，2町 塗ﾈ�.円�o�醜橙�1市北別館2階会議室 佻ｩn(������ﾘ檍,ﾉ�ﾘｨy�ﾂ�

7．2日 度ﾈ�.円�o�醜橙�喜市北別館2階会議室 僣饉x��握yyﾙN�*ﾈ､����Jﾙ�y�ﾂ�

臥5　∃ �8ﾈ�)^i&隰yyﾘ効醜檠�9�ﾈ檍ｶ2�！市北別館2階会議室 侘亊H�Y&闔i+x��握yyﾙN�9|ﾈｼik���k��ﾂ�

8・23】 嶋ﾈ�.円�o�醜橙�喜市北別館2階会議室 儷�(��握yyﾙN�9|ﾈｼik�,ﾉo�ｨIZｩ%9�ﾂ�

9・7～8！ �8ﾈ�)^i&隰yyﾙN�9|ﾈｼik��∃市北別館2階会議室 僣饉x�Y&闔i+x�����齪��檠ZｨｬyyﾙN�9|ﾉ�ﾂ�

9．25 祷ﾈ�.円�o�醜橙�：市北別館2階会議室 ��hﾍｩn(��運i&馭ｹ�H�lｨ�m卯�ﾜﾈｪ驅��ﾂ�

10，23 仍���ﾈ�.円�o�醜橙�鹿北別館2階会議華 �6xﾍｩn(��挨(岑ｮｸﾊ��YG)�YW9|xｾh枴+(ﾛ��ﾂ�

11．25 ���ﾈ�.円�o�醜橙�市北別館2階会議室 儷�(����Xﾔﾉ_�*ｸ,8*ｨ.ﾘ�h�8-h,ﾈﾆhﾝｩ�ﾂ�

12。21 ��(ﾈ�.円�o�醜橙�庫北別館2階会議室・ 僭�丙��握yyﾙN�)Eｸ�(-i<)�8�9Jﾙ�y�ﾂ�

02．1．25 ��ﾈ�.円�o�醜橙�庫北別館2階会議室 傚�ﾍｩn(����i�c8ｾi,ｩцｦyYﾙ9��鞜Hﾉ�:)�ﾂ�

2．25 �(ﾈ�.円�o�醜橙�L市北別館2階会議室 ��ﾍｩn(��握yyﾙN���y�Xﾙ�-h,ﾉ¥���ﾂ�

乱24 ��#8ﾈ�.円�o�醜橙�喜市北別館2階会議室 僭�n(���$�嵎ﾈ亥ｩ_�ﾙ��ﾂ�

－14　－



令和元年度木津町区収支駄算書

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位二円

項‘目 佇亥ｨｧ｢�予算額 ��ﾘ��ﾋ��備　　考 

■　靡　　越　　金 店�SS��3sSb�559，756 ���ー 

区　　　　　費 涛#(�3��"�950，000 ��##x�3�唐�法人t集合住宅分含む 

…事業補助金 鉄3X�3ccr�530，000 店�3ccr�木津川市地域活動支援交付金 

利　　　　　息 迭�6 ��#��預金利息 

雑　　収　　入 �#CX�3����50，000 ��店�3����自治会活動協力金170．。00門地 

…　合　　　　計 �(�3#c8�3#3��2，08乳762 劍�s8�3Cc��ー 

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位潤

項　目 佇亥ｨｧ｢�予算額 ��ﾘ��ﾋ��備　　考 

総　会　費　用 �#�X�3�3b�2純，000 ��#3F｣ツB�総会冊子印刷費他 

連絡会議費 ����3s3��17，000 ��#h�3#s��町総代等合同会濯諸経費 

助　　成　　金 ���3�v�����r�1，000，000 ���下記参照 

会　　場　　費 �#H�3SS��10，000 ��H�3SS��交流会館使用料（冷暖房費） 

事務用　品費 塔H�3S���b�100，000 ��#�X�3C���トナーインク代・用紙代 

事業活動費 �#店�3#�b�250，000 鼎X�3#�b�防犯パトロール等諸費用 

予　　備　　費 ���46乳762 ��#Cc(�3sc"� 

合　　　　　計 ���3c3��3�H�ﾃ��2，089，762 ��#CS��3c#��－ 

※収入の蔀と支出の部の差引き残高　633，089円は次年度に繰り越します。

※助成金の内訳：防災会800，0伸円　社会福祉協議会150，000円　青少年育成委員会5・0，000円

令和2年3月31日

華子多額

＼■恵、も

上記決算書並びに関係書類を監査の結果、適正であることを認めます。

令和2年4月1日

－15　－



令和元年度防災会収支決算書

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

項　目 佇���ﾈ亥ｨｧ｢�蔓　予算額 ���ﾘﾋ��

繰　　越　　金 ���3S3x,�#C��圭537，249 ��S��－ 

事業補助金 塔���3胃r�920，000 ��H�#3��X�3�X,ﾂ�木津町区・木津川前から助成 

利　　　　　息 ��"�4 唐�預金利息 

参加負担金 �#�X�3����300，000 ��#ス�3����兵庫県広域防災センタ山研修 

合　　　　　計 �#sc38�3����2，757，253 ��#�#H�3�C"�ー 

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

項　目 佇亥ｨｧ｢�予算額 ��ﾘ��ﾋ��備　　考 

会　　議　　費 ���10，000 ��#���3���� 

訓　　練　　費 田ベｵ�"�70，000 �8���33モ�防災大会・防災訓練諸費用 

事　　務　　費 ���10，000 ��#���3���� 

備　　品　　費 �(�3scB�二20，000 ��#�x�3#3b�鋼管2本（担架用） 

研修事業費 田#��3SsB�1，000，008 ��#3s��3C#b�兵庫県広域防災センター研修 

事業活動費 塗�9L32�30，00・0 ��##8�3�sr�防災活動に伴う諸費用 

予　　備　　費 ���ﾓ����3�xc��1，617，2・53 ��#c�x�3#S2�特別会計の防災基金に積立 

合　　　　　計 ���3c嶋�3ピ2�2，757，253 ��#��3�S��33���川 

※収入の部と支出の蔀の差引き残高　934ヤ　238円は次年▲度に換り越します。

特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

項　　目 仞�����ｧ｢�備　　考 

防災基金積立（定期貯金） ���3S���33�B�．平成2．0年度防災会決算額 

防災基金積立（定期貯金） �(�3��H�3c3��平成21年度決算額 

防災基金碩立（定期貯金） ���3����3����令和元年度決算額 

合　　計 �.�S�8�3鼎2� 

令和2年3月31日

上記決算書並びに関係書頬を監査の結果、適正であることを認めます。

令和2年4月i日

－16



令和2年度事業計画について

◎より安全で暮らしやすい木津町地域をつくることを目標とする。＿＿

◇市政と地域住民との連絡調整

・各自治会の自治活動を知ることで、木津町区のより適正な位置づけと役割を求める。

・要望書の取りまとめと現地確認を行い、該当自治会と協力して要望達成のための努力をする。

・木津町区の各組織活動、各自治会活動を尊重しサポートする。

◇　防災、滅災に向けた取り組み

・防災大会、防災研修、防災訓練（防災倉庫の点検も含む）を行い、災害等の知識と体験を得て

減災できる地域を目指す。

・災害時、迅速な情報伝達を行う。（自主防災会連絡網）

◇安全で犯罪の起きない地域

・防犯パトロ｝ル（防犯パトロール隊員の増員を図る）

く〉地域住民と情報の共有化

・お知らせ回覧と木津町区HPの新設

木津町区ホームページ：http：／／kizumati．htmLxdomain．jp／

◇新旧住民の交流

・参加しやすいイベントを企画し、区活動へ積極的な参加を推し進める。

17－



令和2年度（2020）木津町区事業計画

月　別 倬h��ｼh��uﾈ��.��実施予定時期 

令和2年4月 ��Y�c���*ﾉ�ﾙ�8�Xｺhｶ9wh醜ﾘy:��2�ト5月16日（土）中止 ・・各町内要望事項箇所現地確認＆木津町区総会資料配付 店ﾈ��y?ｨ�冦ｨ�｢�

～ ��Ym�,9*ﾈｾi�ﾘ檍��8ﾊ��X�n)/x-���.盈ｨ�｢�5月24日（目） 
l 　　　5月 ��Y�c���m�,9�ﾈ�9&闔i+x檍ｶ2�未定 

・社会福祉協議会木津町区支部総会 冕).��

・6月～7月 ��Y�(晳D闔y�ﾈ効醜檠�ﾘ橙�6月上旬 

・きっづcc隊活動参加（木津小学校挨拶清掃活動） 塗ﾈ���(h��

・第2回町総代・協議委員合同会議（区費納付） ��Shﾈ陋ｨ��

・各町内要望事項回答書配付 塗ﾈ陋ｨ��

・・青少年ソフトボール市大会 度ﾈ���(h��

・木津川市花火大会 度ﾈ陋ｨ�(h鈔�

8月～9月 ��Y�(晳D�5ﾈ7H6x7ｸ�ｸ8ｸﾅ9�X檍���h�+�8,�+ﾘ鳧�｢�8月　中旬 

1・0月～12月 ��Y�c(��ﾚｸ.育9&闔i+x檍ｶ2�11月　中旬 ・第3回町総代・協議委員合同会議（区費納付） ��(ﾈ���?ｨ��7��｢�

各町新役員名簿・要望事項提出依頼 

令和3年 ��X*ｸ,�,669��ｨ�:韃����冦�,8抦ｧxﾕｨ街���I�ﾈｨ�:��｢�1月下旬 ・次年度の各町要望事項取りまとめ・市へ提出 �(ﾈ陋ｨ��

1月～3月 ��X��檠Y�8ｺhｶ8檠m�,9*ﾈｾh迚YH檍ｶ2�3月　中旬 

・第4回町総代・協議委員合同会議 �8ﾈ�#�?ｨ��7��｢�

通　年 ��Yf鵜h7�6x8ﾘ�ｸ8ｸ�冦�,8抦ｧxﾕｩ,ｨｧyц�]9�ﾈ�｢�月・木曜日、随時 

令和2年度（2020）自主防災全事業計画

月　別 倬h��ｼh��uﾈ��.��実施予定時期 

令和2年4月 ��Y�c���*ﾉ�ﾙ�8�Xｺhｶ8効醜ﾘy:��2�5月16日（丑）中止 ・木津町区総会資料配付 店ﾈ��i?ｨ��7��｢�

5月 ��Ym�,9*ﾈｾi�ﾘ檍��8ﾊ��X�n)/x-���.盈ｨ�｢�5月24日（日） 
・木津川市自主防災組織連絡会 冕).��

6月～7月 ��X齪益f胃��X檠��xﾘ檍ｶ8�倆�ｺh迚YH,hｺNDh�｢�6月中旬 ・・第2回町総代・協議委員合同会議 塗ﾈ陋ｨ��

・・自主防災大会準備会議 度ﾈ�#i68��?ｨ�｢�

■8月～・9月 l l ��X�X齪益f胃��X檍�倆�ｺh迚YH,hｺHﾜ8�｢�8月　2日（日） 

・・木津町区防災倉庫整備点検 嶋ﾈ���)?ｨ��?ｨ�｢�

・木津町区を取り巻く河川と治水設備の見学（ハイキング） 祷ﾈ��8��

・・自主防災研修会実施計画策定 祷ﾈ�#i?ｨ��7��｢�
l ！10月～12月 ��Ym�,4､育9f胃�ﾅ��ｲ�10月下旬 

・自主防災研修会（人と防災未来センター・神戸市） ���ﾈ��?ｨ��*�?ｨ�｢�

・第3回町総代・協議委員合同会議 ����(ﾈ���?ｨ��7��｢�

令和3年 ��Y�cH��*ﾉ�ﾙ�8�X敲ｶ9wh醜ﾘy:��2�3月20日（土） 

1月～3月 ��X齪益f胃�ﾅ��ｸ*�.h-�m�,9*ﾈｾif胃���ﾌ��餔Y5���3月21日（田） 
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令和2年度木津町区会計予算

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

項　目 冏ｹD�7疫ﾈ蠅�前年度予算 ��ﾘ��ﾋ��備　　考 

繰　　越　　金 田38�3�ヲ�5・59，756 都8�8�C332� 

区　　　　　　費 涛S��3����9・50，000 ���法人・集合住宅を含む 

事　業　補　助　金 �3#��X�3����5・30，000 ��##���3����木津川市地域活動支援交付金 

利　　　　　　息 澱�6 ���預金利息 

雑　　収　　入 ��X�S��3��S���50，000 ����S��3����自治会活動協力金100，000円他 

・■合　　　計 �(�3�S8�3�迭�2，089，762 ��#8�Sh�3ccr� 

＊区費（法人関係）敬称略

望月測量事務所　ネッツトヨタヤサカ　マクドナルド　アライの森　コーナン商事

ファミリーマート　いさじ医院　関西エクステリア（ピノキオ）　和牛ダイニング桜

支出の部

項　目 冏ｹD�7疫ﾈ蠅�…前年度予算 ��ﾘ��ﾋ��備　　考 

総　会　費　用 �##��3��S���250，000 ��#3��3���S��・総会冊子印刷費、総会に 毒関する諸費用 

会　　議　　費 ��X�3����17，000・ ��#(�3����；町総代・協議委員合同会議に 至関する諸費用 

助　　成　　金 �������3����1，000，000・ ��#����3����i自主防災会700，000・ 社会福祉協議会150，000 青少年育成委員会50，000 

会　　場　　費 �3��3����1・0，000 �#��3����交流会館、不二荘園集会所 使用料 

事　務　用　品　費 �����c��3����ﾂ�100，000・ ��#C��3����トナー代・コピー代・用紙代地 

事　業活　動　費 �3���3����250・，000； 鉄��3����区事業活動に伴う諸費用 

予　　備　　費 鉄#��3�迭�462，762： 田X�3332�繰越金含む 

合　　　計； �(�3�S8�3�迭�2，089，762・ ��#3h�3ccr� 
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令和2年度自主防災会会計予算

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位潤

項　目 冏ｹD�7疫ﾈ蠅�前年度予算 ��ﾘ��ﾋ��備　　考 

；繰　越　金 涛3H�3#3��1，537，249 ��#c�8�3���� 

…　事業補助金 都���3����920，．000 ��#�C��ﾓ����木津町区・木津川市から助成 

利　　　　　　息 ��"�4 唐�預金利息 

；参加負　担金 �3���3����300，000 ���r�防災研修参加費 大人100名 

合　　　　　　計 �(�3��H�3#S��2，757，253 ��#sC85#��2� 

支出の部

項　目 冏ｹD�7疫ﾈ蠅�前年度予算 ��ﾘ��ﾋ��備　　考 

会　　議　　費 店�3����r�10，000 ��#X�3���� 

訓　　練　　費 都�S����70，000 ���自主防災大会（社協木津町支部 共催）に関する諸費用 

事　　務　　費 鼎��3����10，000・ �3��3����…け一代・コピー代堀紙代他 

備　　品　　費 �#��3����20，00・0 ���防災備品代 

研修　事　業　費 ���3����3����1，000⊃000 ���防災研修会に関する諸費用 

事　業活動　費 �3��3����30，000 ���防災活動に伴う諸費用 

予　　備　　費 塔C��3#S��1，617，2・53 ��#sh�S��3��2�繰越金含む 

合　　　　　　計 �(�3��H�3#S��2，757，253！ ��#sC8�3��2� 

特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円 

項　　目 仞�����ｧ｢�備　　考 

防災基金積立（定期貯金） ���3X�S���33�F��平成20年度防災会決算額 

防災基金積立（定期貯金） �)Jォ�3c3����平成21年度決算額 

防災基金積立（定期貯金） �-��ｺ����v｢�令和元年度決算額 

合　　計 滴�3S�8�3鼎2� 
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大津町区組織

l木津町区役員会l 劔木津町区自主防災会l 劔�ﾈﾜ�6ｨ�ｸｼ�w�8�85hﾜ��H耳耳耳�8�ﾈ��6ﾘ�ｸ�ｲ�

匝域長■；雲欄域早 　耳計 　防災部長 　監事 　相談役 剪� 劍��ｬH+�6ﾘ�ｲ����ﾈ耳ﾙ��

支部長（区相談役‖ 
コ貫　　　　　　‾　コミ　　　　　　　　　　ロ � 兀ｸ����辷����YH����+r�

l 劔 劍檍ﾇh��&闔i+x�ｨ�r�

木津町区　自　治会 ��劔監　　　　　　　　事 
福　　祉　　委　　員 

■各町総代（自治会長） 劔� 

各　町　協　議　委　員 

丁　　　　目 劔m�,9�ﾈ�9�(晳D闔y�ﾈ効醜橙�刪ﾏ　　　員　　　長 

・四　　　　丁　　　　　目 劔��副委員長兼会計 

五　　　　丁　　　　　目 剪�刳ﾄ事（地域長） 

小　　　　寺　　　　町 劔刪轣@　成　　委　　員 

西　　　　　　　　　　　町 劔� 

川　　　　原　　　　町 剪�� 

桝　　　　町 剪��� 

不　　二　　荘　　園 剪�� 

幸　　　　　　　　　　町 劔剩ﾐ 

み　　　ど　　　り　　　町 劔剄� 

木津南ガ一・デンタウン 剪� � 

若　　　　葉　　　　町 

城　　　　西　　　　町 剪� 

サンガーデン木津西 

木　津　八　ケ　坪 劔 

コンフォート木津神田 

木津瓦谷中央自治会 

：リーブルガーデン宮ノ内 

クレイドルガーデン宮ノ内 

≡木津宮ノ　内10　7 

公　　　　園　　　　南 劔 

；フ　ォ　レ　スト　木　津 

各　　　　法　　　　人 
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令和2年度（2020）木津町区役員・委員名簿
地　域　長 ��Xｾ闔H��ﾔｹWh�2��｢�防災　部長 僵ﾙ68��k靱��相　談　役 ������闔H���H�Hﾔy���

副　地　域　長 ��ｨ��=驂x��u)u��r�監　　　　事 ����ｨ��W�k��派��嫌:�ｴ冕�醴�

会　　　　計 �69(h��dhｷb�鵬 ��ﾂ� ��Y$ｨ��ﾅﾈ爾�

町名・自治会名 ��ﾙ�8�X齪��檠+x�ｺhｶ8効蹴�����"�丶ｨ��Jﾘ効蹴�≦ 喜 喜福祉委員 室 畠�(晳D闔y�ﾈ効蹴��8ﾙ���ﾈﾇﾈｸ��8+�+��b�

三　　丁　　目 傅ﾉ}����9nr�小林　純也 傅ﾉ}����9nr�i 書 書 ��｢��｢��｢�

四　　丁　　目 倡9�ﾈ������坂田　正忠 倡9�ﾈ������大倉　竹次 綿扞68�����"�

五　　丁　　目 ����ｩW�k��陌ﾉ68�ﾂ������������ﾉ68�������ﾂ�喜曽根健 ≡ 喜植村敏明 喜国政修 宍 戸米澤治子 倅�ﾉ68��ﾏY���

小　寺　町 們XﾋH���)���巨可井　和夫 l 們XﾋH���(�����上向田　富雄 ～ �.x����諟ｴﾘ�h��陲�

西　　田丁書 �69(h�����ﾂ�l l山本恒雄 �69(hｶ�耳�r����｢����｢�臣相馬巴日佐】山田秀晃 駒井長津雄 

川　原　町 傴ﾈ�(��ﾆ)�R�ト末谷　好夫 】 ��飩ｩm����ﾕr����福井　秀晃 侏H����������ﾏr�

三　桝　町 兔I68��$)nv��】 喜酒谷　穣 兔I68��$)nr�⊆漕谷　穣 喜三桝嘉嗣． ��ﾈ������vﾘ��u2�

不　二　荘　園 冢ﾉ(h������菱田．　巌 冢ﾉ(i���U���_9�ﾈﾇﾈﾇﾈｧ���������｢�俚):���ﾔ餮h�h�b�
高橋　享史 

幸　　　　町 �(inﾈ��ﾘ��B�中野　香織 �������ｶx�鞋ｸ����|xﾕ���������R��������������ｶr�

ご　み　ど　りl町 亶ｸﾞ���{ｨ爾�宮崎　亮一 亶ｸﾞ���{ｨ爾�三浦カヨ子 俾8��(i�ｨ����ﾔﾂ�

重　商ガーデン ��i�ﾈ���爾�西山　英輝 ��ﾈ�(����ｵ��≡下谷明彦 ； 書宇谷篤志 �*9�h���H�ﾂ�

若　葉　田丁 侘ｹ68��&ﾘｶ��戸田　知養 侘ｹ68��&ﾙwｲ�F l �.X��'ﾈ�8��ﾕ���

城　西　町 亂8�����Xﾎ��本多　　岳 冢ﾉ�ｨ��ﾗﾉ[ﾘ�r�ぎ中村　英介い薫端　公平 

サンガーデン ���)=��?��桜井　勝義 ��:�u舒��b���ﾂ���ﾂ�大野剛史】絹見佑生 う葦略章憲 

木津八ケ坪 ��ｨ�8��Y�譴�栗田多紀子 ��68��tYnr�．田中　絢也 ��ｨ�8��Y�譴�

神田自治会 �+x圷��tYnr�長岡　勇也 俾仆H��ﾉ)�顋��中島眞由美 ��曳ｸ��ｶ�{"�

木津瓦谷中央 俘)68���ﾔｲ�高田　祥幸 ��ﾉnﾈ��漂/��R�田中　　充 �68��(h������

リーブル宮ノ内 �ﾙnﾈ����ｫ��河野　　寛 傅ﾈﾛ(����ﾕ���小佐々浩子 ��ｨ��68��u9?��

ク　レイドル �69�ｨ���霍ﾂ�村田　昌已 ���;����x���ｮﾂ�松尾　真弓 �����ﾚ�皐��ﾉ)?��

宮ノ内107 ���68��Oﾉ^B�植田　美穂 ���68��Oﾉ^H�i��68��Oﾉ^H����������｢��������68��Oﾉ^B�

公　　園　　南 亳ygｸ��&ﾙoX�����華埜　桃子 �ﾉ68���蓼�����厚朴　健治 ��9nﾈ��6冢��

フ　ォ　レスト ������H闍��神例　　博 ������H���ﾔｲ���ｲ�

水　利　組　合 ��2�－ ��ｩF颶)?ｨﾛ(������������｢�－ ��ﾂ�

福井マンション　ルミエール木津　サニーパレス　フォルトウーナ　プロ…プラツツ　リバーバレー　プレミール 

コーポ西口　サンシャイン　モルティ木津　シャ・－メゾン宮ノ内　プラヌス木津　クリーンハイツ　サントノーレ 

22





区 規　約■

制定　平成　2年

改定　平成11年

改定　平成18年

改定　平成21年

改定　平成25年

改定　平成30年

6年5月　22日　　改定　平成　8年5月19日

14年5月12日　　改定　平成15年5月18日

19年5月13日　　改定　平成20年5月11日

22年5月23日　　改定　平成23年5月2・7日

26年5月18日　　改定　平成28年5月15日

元年5月19日　　改定　令和　2年4月　1日

【名　　称】

第1条　　この会は、木津町区（以下、「本区」という。）と称する。

【事務所の所在地】

第2条　　本区の事務所は地域長宅に置く。

【目　　的】

第3条　本区は、区民の利便および区民相互の親睦を図り、区民の福祉向上に寄与し、地域内

における市行政の円滑な運営に協力することを目的とする。

【活動区分】

第4粂　　木津町地域における活動等を一般業務と農事業務に区分し、本区は一般業務を司る。

【区　　域】

第5条　　本区は次の町内会または自治会（以下、「自治会」という。）をもって構成する。

三丁目、四丁目、五丁目、小寺町、西町、三桝町、川原町、不二荘園、幸町、みど

り町、若葉町、木津南ガーデンタウン・（以下、「南ガーデン」と略称する。）、城西町、

サンガーデン木津西（同「サンガーデン」）、木津八ヶ坪、木津瓦谷中央自治会

（同「木津瓦谷中央」）、コンフォート木津神田（同「神田自治会」）、リーブルガー

デン宮ノ内（同rリーブル宮ノ内」）、クレイドルガーデン宮ノ内（同「クレイドル」）、

木津宮ノ内107（同「宮ノ内107」）、公園南、フォレスト木津

（同「フォレスト」）・

【事　　業】

第6条　　本区は次の事業を行う。

（1）各自治会および区民相互の親睦を図る集会等の開催

（2）本区自主防災に関する事項

（3）本区内の開発に関する事項

（4）区民の福祉向上に関する事項

（5）青少年の健全な育成に関する事項

（6）本区内の防犯活動に関する事項

（7）その他

【役　　員】

第7条　本区に次の役員を置く。

（1）地　域　長　　　1名

（2）副地域長　　　1名

（3）会　　　計　　　1名

（4）防災部長　　　1名

（5）監　　　事　　　1名

（6）相　談　役　　　　若干名

2．　地域長は前副地域長が継承する。

3．　副地域長は前会計が継承する。

4．　会計は付表のとおり輪番制とし、各自治会の互選により選任される。
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5．　防災部長は地域長が委嘱する。

6．　監事は付表のとおり倫番制とし、各町の総代または自治会長の互選により選任される。

7．　相談役は地域長が委嘱する。

；【役員の任務】

第8条　地域長は本区を代表し、本区の運営を統括する。また、「木津川市行政地域設置条例」

に掲げられている、次の事項を行う。

（1）市が発する情報及び連絡事項等の地域住民への周知及び市政の普及に対する協

力並びに資料等の収集提供に関すること

（2）市政と地域住民との連絡調整に関すること

（3）市政運営に関し選任が必要となる委員等の推薦に関すること

（弟　市が策定又は実施する各種行政計画及び事業計画に関して必要となる調査や資

料の提供又は地域住民の意見等の取りまとめに関すること

（5）その他、市長が特に認めること

2．　副地域長は地域長を補佐し、地域長に事故あるときはこれを代理する。

3．　会計は、本区の会計事務一切を司る。

4．　防災部長は、本区防災部門における実務山椴を司る。

5．　監事は、本区の会計を監査する。

6．　相談役は、より包括的または専門的な見地から本区の活動状況等について助言する。

【役員の任期】

第9条　役員の任期は原則として2年とする。ただし、防災部長および相談役については再任

を妨げない。

【委員会の設置】

第10条　本区事業の円滑な推進を図る目的で、次の委員会等を設置し役員（委員長等）および

必要な員数の委員を置く。

（1）木津町区自主防災会

（2）開発委員会

（3）社会福祉協議会木津町区支部

（4）木津町区青少年育成委員会

【区　　費】

第11条　本区事業の円滑な推進と健全な運営を図る目的で、次のとおり区費を定める。

（1）年間区費用　　一戸当たり1 000円　　一法人当たり10，000円

（2）区費の納入

各町総代（自治会長）は、区費を本区会計に原則として、6月・12月にそれぞ

れ上期分・下期分を納付する。

【総　　会】

第12条　地域長は、原則として毎年1回総会を開催し、次の事項を審議し賛同を得るものとす

2．

る。

（1）事業報告および事業計画に関すること

（2）収支決算および収支予算に関すること

（3）会計監査に関すること

（4）規約の改定に関すること

（5）その他、総会が特に必要と認めたこと

総会は、本区役員、町総代（自治会長）、協議委員、防災委員、開発委員、福祉委員、

青少年育成委員、その他地域長が必要と認めるものをもって構成する。
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3． 総会は、前項に示した構成員の3分の2以上の出席をもって成立する。なお、委任状

をもって出席に代えることができる。

4．　総会は、その審議事項の一部を次条に示す町総代・協議委員合同会議に委任すること

ができる。

5，　地域長が開催を必要と判断した場合、または役員の半数以上から要請があった場合、

地域長は臨時総会を招集しなければならない。臨時総会の構成員や成立要件は本条第

2項および第3項と同様とする。

【会　　議】

第13条　地域長は、本区役員、各自治会の町総代・協議委員により構成される合同会談を、定

期的に開催することとする。

2．　合同会議は、次の事項を審議≡し実施する。

（1）総会に提出すべきことがら

（2）総会より委任されたことがら

（3）その他、合同会議が特に必要と認めたこと

【会計年度】

第14条　本区自治会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

【会計監査】

第15条　本区自治会の会計監査は、毎年1回監事が行う。ただし、必要がある場合は、臨時に

これを行うことができる。

2．　監事は、会計監査の結果を総会に報告しなければならない。

【自治会の組成】

第16条　本区地内に新設される戸建住宅ならびに集合住宅等は自治会を組成する。

（1）分譲戸建住宅ならびに分譲集合住宅は、開発申請ならびに確認申請前に本区と

工事協定書を締結し、入居開始と同時に自治会組成の発足を原則とする。また

その旨を協定書に明記し了解を得るものとする。

（2）賃貸集合住宅は前項と同等の扱いとし、自治会の組成については発足を原則と

しその旨を協定書に明記する。

（3）一般戸建住宅に入居される方は、確認申請前に本区に届け出るものとし、工事

完成後はその地域内の既存自治会に加入することを原則とする。

【付　　表】

年　度 ��h,ﾉ�僖2�監事の選任 

令和2年度 ��ﾈﾋI*ﾈ�Xﾔｹ*ﾈ�X���ﾉ*ﾈ�Ym�,9Jｨ9i-��R�五丁目 
（2020） 冦�,8ｪ)$ｩ(h甸�

令和4年度 倅��*ﾈ�X��wI*ﾈ�X-ﾘ,x.�*ﾈ�X8ｨ�ｸ7X8ｲ�三丁目・四丁目 
（2022） 亶ｸ6ﾙ>��Xｷｸ6ﾙ>���x�X7H4�8ﾈ5�6r�

令和6年度 �>ﾈ4ｸ�ｸ6h98�X5H984ｸ�ｸ6h98�X4�8ﾈ486��小寺町 

（2・0・24） ���8ﾂ�

令和8年度≡ （2026） 佻ﾉ)ｩm｢�不二荘園・神田自治会 

令和10年度 （2028） 倅�)ｩmｨ�X賈)ｩm｢�西町 

令和12年度 傅ﾈ鮖*ﾂ�≧川原町・幸町・城西町・木津八ケ坪・ 
蝮030） 剿ﾘ津瓦谷中央・公園南 
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令和14年度 儻9?������Y��68齪��橙�三桝町・若葉町・みどり町・リーブル 
（2032） 刹{ノ内・宮ノ内107・フォレスト 

：令和16年度 ��ﾉ*ﾂ�南ガーデン・サンガーデン・クレイド 

（2034） 凵^レ 

木津町区自主防災会規約
制定　平成22年4月24日　　改定　平成22年5月　23日　改定　平成26年5月18日

改定　平成26年5月22日　　改定　平成28年5月15日　　改定　平成30年5月20日

改定　令和　2年4月　1日

【名　　称】

第1条　　この会は、木津町区自主防災会（以下、「本会」という。）と称する。

【事務所の所在地】

第2条　　本会の事務所は会長宅に置く。

【目　　的】

第3条　本会は、地域住民の隣保共同の精神に基づく自主的な防災活動を行うことにより、地

震災害・風水害・火災その他の災害（以下、「震災等」という。）による被害の防止お

よび軽減を図ることを目的とする。

【事　　業】

第4条　本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

（1）防災に関する知識の普及に関すること

（2）震災等に対する災害予防に関すること

（釦　震災等の発生時における情報の収集伝達、初期消火、救出救護、避難誘導等応

急処置対策に関すること

（4）防災訓練に関すること

（5）その他本会の目的を達成するために必要な事項。

【会　　員】

第5条　　本会の会員は、木津町区の構成員と同等とする。

【役　　員】

第6条　本会に次の役員を置く。

（1）会　　　　長　　　1　名　　　（区地域長）

（2）

（3）

（4）

計　　　1　名　　　（区　会　計）

災　部　長　　　1　名　　　（区防災部長）

（5）監　　　　事　　　1　名　　　（区　監　事）

（6）相　談　役　　　　若干名　　　（区相談役他）

2．　本会の役員は、木津町区の役員が兼務する。

3．　会長は、必要に応じ区役員の他に新たな相談役を委嘱することができる。

4．　役員の任期は、木津町区役員の任期と同じとする。
■【役員の任務】

第7条　会長は、本会を代表し、会務を総括し震災等発生時等における自主防災活動の指揮命

令を行う。
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2．　副会長は、会長を補佐し会長が事故あるときはその任務を代行する。

3．　会計は、本会の会計事務一切を司る。

4．　防災部長は、会長を補佐し、地域防災訓練並びに災害時にかかる実務を司る。

5．　監事は、本会の会計を監査する。

6．　相談役は、より包括的または専門的な見地から本会の活動状況等について助言する。

【総　　会】

第8条　総会は、木津町区の総会に組み入れて開催する。

2．　総会では、次の事項を審議し賛同を得るものとする。

（1）事業報告および事業計画に関すること

（2）収支決算および収支予算に関すること

（3）会計監査に関すること

（4）規約の改定に関すること

（5）その他、総会が特に必要と認めたこと

3．　総会は、その審議事項の一部を防災会議に委任することができる。

4．　会長が開催を必要と判断した場合、または役員の半数以上から要請があった場合、会

長は臨時総会を招集しなければならない。

【防災会議】

第9条　会長は、本会の役員および各自治会の防災委員代表者（町総代または自治会長兼務）

により構成される防災会議を、定期的に開催することとする。本会議は、木津町区開

催の町総代・協議委員合同会議に組み入れて開催してもよい。

2．　防災会議では、次の事項を審議し実施する。

（1）総会に提出すべきことがら

（幻　総会より委任されたことがら

（3）その他、防災会議が特に必要と認めたこと

【防災計画】

第10条　本会は、震災等による被害の防止及び軽減を図るため、防災計画を作成する。

2．　防災計画は、次の事項について定める。

（1）震災等の発生生時における防災組織の編成及び任務分担に関すること

（2）防災知識の普及に関すること

（3）防災訓練の実施に関すること

（4）震災等の発生時における情報の収集伝達、出火防止、初期消火、救出救護及び

避難誘導等に関すること

（5）その他必要な事項

【経　　費】

第11条　本会の運営に要する経費は、助成金その他の収入をもってこれに充てる。

【会計年度】

第12条　本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

虹会計監査】

第13条　本会の会計監査は、毎年1回監事が行う。ただし、必要がある場合は、臨時にこれを

行うことができる。

2．　監事は、会計監査の結果を総会に報告しなければならない。
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木津町区自主防災会活動計画
1．日　　的

この計画は、木津町区自主防災会の活動に必要な事項を定め、もって、地震その他の災害に

よる人的、物的被害の発生及びその拡大を防止することを目的とする。

2．計画事項

この計画に定める事項は、次のとおりとする

（1）自主防災活動組織の編成及び任務分担に関すること

（2）自主防災活動知識の普及に関すること

（3）自主防災活動訓練の実施に関すること

（4）情報の収集、伝達に関すること

（5）出火防止、消火に関すること

（6）救出救護に関すること

（7）給食給水に関すること

（8）自主防災資機材等の備蓄及び管理に関すること

3．自主防災活動組織の編成及び任務分担

災害発生時の応急対応を迅速かつ効果的に行うため、次のとおり自主防災活動組織を編成す

木津町区自主防災活動組織

4．防災知識の普及

地域住民の防災意識を高揚するため、次により防災知識の普及を行う。

（1）普及事業

（D　自主防災会及び防災計画に関すること

②　地震、火災、水害等についての知識に関すること

（卦　地区周辺、各家庭における防災上の留意事項に関すること

④　その他、防災に関すること

（2）普及の方法

①　広報誌、パンフレット、ポスター等の配付

②　座談会、講習会、見学研修、映画等の開催及びパネル等の展示

（3）実施期間

火災予防、防火の日等、関係諸行事に行われる時期に実施、又は随時実施する。
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5．自主防火訓練

大地震の災害の発生に備えて、情報の収集伝達、消火、避難等を迅速かつ的確に行うため、

次により自主防災訓練を実施する。

訓練は個別訓練及び総合訓練とする。

個別訓練・■・情報の収集伝達、消火、避難、救出、救護訓練とする。

総合訓練‥・2以上の個別訓練について、総合的に行うものとする。

6．億報の収集伝達

情報班は、地域内の災害情報、防災関係機関、報道機関等の情報を収集するとともに、必要

と認められる情報を地域住民、防災関係機関等に伝達する。

7．出火防止及び初期消火

（1）大地震においては、火災の発生が被害を大きくする主な原因となるので、火気使用設

備器具の整備及び周辺の整理整頓、危険物等の保管状況、消火器等消火器材の整備、建物等

の危険個所等点検整備を行う。

（2）初期消火対策として、地域内に火災が発生した場合、迅速に消火活動を行い、初期に

消火することができるよう消火栓の活用、消火器、水バケツ等の確認及び点検整備を行う。

8．救出救蕃

（1）建物の崩壊、落下物のより救出救護を要する者が生じたとき、現場付近の者は直ちに

救出救護活動を行い、救出救護班は、防災関係機関の出動を要請する。

（2）医療関係への連絡・・・（む京都山城総合医療センター　②市内開業医　③木津川市木

津保健センター　等

（3）避難場所…　‥①木津小学校　②中央交流館　③中央体育館　④瓦谷公園　等

9．給食給水

給食給水班員は、市から配分された食料・飲料水、また地域の家庭から提供された食料・飲

料水で給食給水活動を行う。

10．防火資器材等の備蓄及び管理

防火資器材等の備蓄及び管理に関しては、自主防災会及び木津川市役所が行う。

11．自主防災実施計画

相楽中部消防署員及び木津町消防団員等の指導で、地域住民を対象に訓練を実施する。
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財団法人自治総合センターコミュニティ助成による物品管理規定

略称「木津町区自主防災会物品管理規定（宝くじ）」
制定　平成27年5月24日

【目　　的】

第1条　この規定は、木津町区自主防災会（以下、本会という。）が管理する財団法人自治総合

センターコミュニティ助成事業による物品の使用と保管について定める。

【助成事業物品】

第2条　助成事業による物品は、本会長の管理のもとに、本会が使用することとするが、本会

長もしくは本会役員会の承認をもって本会以外の団体も使用できることとする。

【備品台帳】

第3条　助成事業による物品は、備品台帳を作成し本会長が管理する。また、毎年行う会計監

査において在庫の確認を行う。

【財団法人自治総合センターへの協力】

第4条　助成事業による物品については、助成制度の趣旨を理解して使用し、財団法人自治総

合センターが行う地方自治の振興及び住民福祉の増進への活動や宝くじの普及広報に

関する活動へ協力することとする。

社会福祉協議会木津町区支部規約

制定　平成23年6月13日　　改定　平成30年4月1日　　改定　令和　2年4月1日

l名　　称】

第1条　この会は、木津川市社会福祉協議会木津町区支部（以下、「本会」という。）と称する。

【事務所の所在地】

第2条　本会の事務所は支部長宅におく。

【目　　的】

第3条　本会は、木津川市社会福祉協議会（以下、「市社協」という。）の目的に従い木津町区

行政のもと地区実践機関とし、関係者の緊密なネットワークにより地区社会の福祉を

増進することを目的とする。

【事　　業】

第4条　本会は、前条の目的を達成するために、市社協の事業を分担すると共に地区に即応し

た福祉事業を行う。

【会　　員】

第5条　本会は、市社協の会員中木津町区に在住する者をもって会員とする。

【役員ならびに委員】

第6条　本会に次の役員ならびに福祉委員を置く。

（1）支　部　長　　　　　1名

（2）副支部長　　　　　1名

（3）会　　　計　　　　　1名

（4）監　　　事　　　　　1名

（5）福祉委員　　　　　数十名
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【役員および福祉委員の任務】

第7条　本会の役員および福祉委員の任務は以下のとおりとする。

（1）支部長は、本会を代表し本会の運営を統括する。

（2）副支部長は、支部長を補佐し支部長に事故があるときは、その職務を代行する。

（3）会計は、本会の会計を司る。

（4）監事は、本会の業務並びに会計監査を行う。

（5）福祉委員は、本会の業務推進にあたる。

【役員の選任と任期】

第8条　支部長、会計の選任方法は以下のとおりとする。

（1）支部長は、木津町区役員のうち地域長退任者が就任する。

（2）会計は、木津町区役員のうち地域長就任者が就任する。

2．　前項で不都合が生じた場合には、本会の役員会で協議し、他の適任者を選任できるも

のとする。

3．　割支部長、監事は、福祉委員の同意を得て支部長が委嘱する。

4．　支部長、会計の任期は、木津町区役員の在任期間に合わせ2年とする。副支部長、監

事の任期は2年とするが、再任は妨げない。

【福祉委員の選任と任期】

第9条　福祉委員は、次の者をもって構成する。

（1）各町内会から福祉委員として選任された者。

（2）民生委員。

（3）その他、木津町区地域内で活動する各種団体等から推薦・選任された者。

2．　各町内会または各種団体等から運任された福祉委員の任期は、その町内会または団体

等が定める任期．とする。

3．　民生委員による福祉委員の任期は、その在任期間とする。

【評議員候補の推薦】

第10条　市社協から、評議員候補の推薦依頼を受けたときは、福祉委員会において会員の中か

ら選考し、市社協に推薦する。

萱【顧問・相談役】

第11条　本会に顧問・相談役を若干名置くことができる。

2．　顧問・相談役は、福祉委員の同意を得て支部長が委嘱する。

【会　　議】

第12条　毎年1回、会員の参加による総会を行う。ただし、福祉委員会議をもってこれに代え

ることができる。

2．　本会の決議機関は、福祉委員会とし必要に応じ支部長が招集する。

【会　　計】

第13条　本会の経費は、木津町区の助成金、市社協の助成金、その他の収入をもって充てる。

2．　本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。
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木津町区青少年育成委員会規約
制定　平成23年　6月13日　　改定　平成29年　4月10日　　改定　平成30年　6月16日

改定　令和元年　6月1日　　改定　令和2年　6月13日

【名　　称】

第1条　この会は、木津町区青少年育成委員会（以下、「本会」という。）と称する。

【事務所の所在地】

第2条　本会の事務所は委員会長宅に置く。

【目　　的】

第3条　本会は、木津町区内の関係機関・団体及び住民の連携により地域ぐるみで青少年の健

全な育成を図ることを目的とする。

【事　　業】

第4条　本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

（1）青少年の健全育成に関する活動

（2）社会環境の浄化に関する活動

（3）非行少年の早期発見と非行防止活動

（4）その他、本会の目的を達成するために必要な事業

【会　　員】．

第5条　本会の会員は、木津町区の構成員と同等とする

【役員ならびに委員】

第6条　本会に次の役員を置く。

（1）委　　員　　長　　　1名

佗）副委員長兼会計　　　1名

（3）監　　　　　事　　　1名（区地域長兼務）

2．　委員長は副委員長兼会計が継承任命される。

3．　副委員長兼会計は付表のとおり輪番制とし、各町の互選とする。

4．　委員長ならびに副委員長兼会計の任期は1年とする。

5．　監事は木津町区地域長が兼務する。

6．　委員（青少年育成委員）は各自治会より選出し任期は各自治会の定めによるものとする．

委員長及び副委員長兼会計は本委員を兼務しなければならない。

【役員並びに委員の任務】

第7条　委員長は、本会を代表し本会の運営を統括する。

2．　副委員長兼会計は、委員長を補佐すると共に本会の会計等事務一切を司る

3．　監事は本会の会計監査を司る。

4．　委員は本会の目的を達成するための活動を行う。

【会　　議1

第8条　本会に、総会及び委員会を置く。

【総　　会】

第9条　総会は全会員をもって構成する。

2。　総会は、毎年1回開催する。但し、特に必要がある場合は臨時に開催することができ

る。

3．　総会は、委員長が招集する。

4．　総会は、次の事項を審議し、実施する。

（1）規約の改定に関すること

（2）事業計画に関すること
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（3）予算及び決算に関すること

（4）その他、総会が特に必要と認めたこと

5．　総会は、その付義事項の一部を委員会に委任することができる。

【委　員　会】

第10条　委員会は、委員長が招集し、役員及び委員によって構成する。

2．　委員会は、次の事項を審議し、実施する。

（1）総会に提出すべきことがら

（2）総会より委任されたことがら

（3）その他、委員会が特に必要と認めたことがら

【経　　費】

第11条　本会の運営に要する経費は、助成金その他の収入をもってこれに充てる。

【会計年度】

第12条　会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月別田に終わる。

【会計監査】

第13条　会計監査は、毎年1回監事が行う。但し、必要がある場合は、臨時にこれを行うこと

ができる。

2．　監事は、会計監査の結果を総会に報告しなければならない。

年　度 兀ｸ効什+xﾉ8檍ﾇb�委員長 

令和2年度 （2020） 傅ﾈ鮖*ﾂ�不二荘園・神田自治会 

令和3年度 （202．1） 倅�)ｩmｨ�X賈)ｩm｢�小寺町 

令和4年度 （2022） 佻ﾉ)ｩm｢�三丁目・四丁目 

令和5年度 �>ﾈ4ｸ�ｸ6h98�X5H984ｸ�ｸ6h98�X4�8ﾈ486��五丁目 

（2023） �8ｸ�Y=驂y;�3"�

令和6年度 倅��*ﾈ�X��wI*ﾈ�X-ﾘ,x.�*ﾈ�X8ｨ�ｸ7h8ｸ���南ガーデン・サンガーデン・クレイド 

（2024） 亶ｸ6ﾙ>��Xｷｸ6ﾙ>���x���X7H4�8ﾈ5�6r�ル・奈良道32 

令和7年度 ��ﾈﾋI*ﾈ�Xﾔｹ*ﾈ�X���ﾉ*ﾈ�Ym�,9Jｨ9i-��R�三桝町・若葉町・みどり町・リーブル 

（2・025） 冦�,8ｪ)$ｩ(h匣��ﾏh��>ﾂ�宮ノ内・宮ノ内10・7・フォレスト 

令和8年度 �=�*ﾂ�川原町・幸町・城西町・木津八ヶ坪・ 
・（2026） 剿ﾘ津瓦谷中央　公園南 

令和9年度 ‥（2027） 儻9?������Y��68齪��橙�西町 

…令和10年度 ■（2028） 傅ﾈ鮖*ﾂ�不二荘園・神田自治会 

令和11年度 （2029） 乂井�)ｩmｨ�X賈)ｩm｢�小寺町 

※　自治会略称名は以下のとおり　什木津町区規約第5条」に基づく）

南ガーデン：木津南ガーデンタウン、サンガーデン：サンガーデン木津西

木津瓦谷中央：木津瓦谷中央自治会、神田自治会：コンフォート木津神田、

リープル宮ノ内：リーブルガーデン宮ノ内、クレイドル：クレイドルガーデン宮ノ内、

宮ノ内107：木津宮ノ内107、フォレスト：フォレスト木津
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【防犯パトロールの目的】

1．青少年の健全育成、並びに不審者対策

2．犯罪、事故災害の被害を未然に防止すること

3．地域の皆さんが安全に苅する関心を高めること

4．地域の連帯感を醸成すること

5．地域の犯罪抑止機能を高めること

【パトロールの区域】

1．木津町区全域（井関川周辺含む）

2．木津小学校・木津中学校通学路

3．小寺橋・大正橋付近（旧消防小屋付近）

4．新天神橋の橋脚下

5．田中神社・三種神社（お伊勢さん）境内

6．瓦谷公園（通称「石公園」）・ふれあい広場

・安全のまちづくり

【主　催1木津町区　青少年育成委員会木津町区支部　社会福祉協議貪木津町区支部

【後　援】木津警察署　木津Hl市教育委員会　木津小学校PTA　木津中学校PTA

防犯パトロールは、木津町区のボランティア活動として毎週月・木曜日午後4時境に実施してい

ます。また、散歩暗等に随時、任意コースのパトロールも行っています。これらのボランティア活動

に興味・関心をお持ちの方は、木津町区役員まで連絡下さい。
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